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化学修飾 した ovilte 　LH の親和性 とそ の 温度依存

性

窪川 か お る．石居　進 （早大 ・教育 ・生物）；P ，de
La

　Llosa （C．　N ．R ．　S．・Gif　Sur 　Yvet 亡e ・France ）

Effects　Df　 chemical 　 modificatiDns 　of 　LH 　 on 　its

affi ・ ity　and 　t・ mp ・・atu ・e −d・ P・nd ・ ・cy ・f・bi・ding
to　receptors

KAORu 　KUBoKAwA ，　SusuMU 　IsHll，　 P ．　DE 　LA
LIOS．4

　 黄体形成 ホ ル モ ソ （LH ）の 受容体 に 対す る結合部

位 や様式を調 べ る研究方法 の 1 つ に ，ア ミ ノ 酸残基

を 化 学 修飾 し て 受容体 に 対す る親和性 ，adenylate

cyclase 活性化能．ス テ ロ イ ド合成刺激能 の 変化 を

調 べ る方法 が あ る。 ヒ ツ ジ LH （oLI
’1） を 用 い た 研

究 で は・ α サ ブ ユ ニ v
’　 h の リ ジ γ 残基 の 構造 と 電荷

が受 容体 との 結合と それ に 続 く反応 に 重要 で あ る と

推測 され て い る 。

一
方．ホ ル モ ソ と受容体 の 結 合 の

親和性 は 温度に依存 し．受容体分子 の 構造 と 関係す

る と考え られ る が （第5エ，52回 動物学会），結合 の

温度依存性 と ホ ル モ ソ 分子 の 構造 と の 関係 は わ か っ

て い ない 。そ こ で ，修飾 と受容体に 対す る親和性 の

関係・な らび に 親和性 の 温度依 存性 の 変イ匕と の 関係

を調 べ た 。ホ ル モ ソ と して は de　La　Llosa らが精製
し た oLH （X2NIH −LH −Sユ1）と こ れ を メ チ ル 化 （M −

LH ），
＝ チ ル 化 （E −LH ），イ ソ プ ロ ピ ル 化 （lp−LH ），

グ ァ ニジ ル 化 （Gu −LH ） し た 修飾物 を 用 い た 。 親和

性 を 調 べ る に は
】aSl −QLH と ラ ッ ト間細胞膜分画 と の

結合阻害実験を した 。
oLH の 親和性 は 2〔》〜40℃ で

ほ ぼ 一
定 で ，20℃以 下 で は 急激 に 下が っ た 。 修飾物

の 親和性は 競 合阻害曲線か ら oLH と の 距離を 求め

て oLH の 親郡性 に 対 す る 比 で 妻わ i、た。親和性 の

比 は ど の 温度 で もM −LH ＞ E−LH ＞lp−LH ＞ Gu −LH

の 順序 と な り，親和性 の 変化は 1…鍍 依存性 の 変化 tc

無関係で あ っ た 。す な わ ち ，少 な くと もホ ル モ ン 側
の リ ジ ソ 残基 り 修飾は 親和 性 に 影響 し て も親和 性 の

温度 侠存性 に は 影響 し な い と 結論 され た 。そ こ で ．

結合の 温度依存性 を 決め る 部分 は ホ ル モ ソ 側 の 親和

性決定 部分 に は な く．お そ ら く受容体側 に あ る 可能

性 が 高 い 。

幼若 トノ サ マ ガエ ル に雄性徴発現をもたらすテ ス ト

ス テ ロ ン の投与量

岩沢久彰 ，小林　亨 （新潟大 ・理 ・生物）

Quant1ta士ive　relatienship 　between 　exogemus

testo §terone　and 　development 　to　male 　 sex 　 char −

acters 　in　 castrated 　y ・ ung 　Rana　nigr ・ maculata

H 茎SAAKI 　 IWASAWA ，　 TOHRU 　 KOBAYASHI

　 新潟 県 北 部 で 5A 下 旬に 採集 した 生後 1年 の 雄 の

ト ノ サ マ ガ エ ル （平 均体長 40mm ，平均体重 4．7g ）

を去勢 し ，8 匹 ず つ を A 〜 F の 6 群 に 分け．A に は

α 7％食塊水 ， 他 に は 下記 の 量 （μ9／9 体重 日） の

テ ス トス テ ロ ン を含む水 性懸 濁液 を 3 日 ご と に 体腔

内 に 注射 した 。
B ： 0．028，　 C ： 0，14

，
　 D 二 〇．66E ：

3．5，F ： 15，3。 注射 回 数は 10回 ，実験期 間 は 30B ，

飼育温度 は 21°C ± 2℃ ．餌は コ オ ロ ギ とレ バ ーで あ

る 。 実験終了後，プ ア ン 液で 固定 し．常法 に 従 っ て

指 た こ と ウ ォ ル フ 管膨大部 を 組織学的 に 観察 した 。

　指 た こ の 表皮 は B ，C ，　 D と少 し ず つ 発達を 刺 激

され ，E で は粘液腺の 高 さ に A と有意差 が あ り（A ：

45 μm
， E ：59 μm ），表皮 の 表面 が わず か に 波状 を

示す個 体 もみ られ た 。 F は E と 比 べ て 著 し く発達 が

よ く，顕 著な 乳 頭状突起 の 形成 が み られ た （表皮 の

厚 さ 75 μ m ，乳頭状突起の 高 さ 29μ m ，粘液腺 の 高

さ 102 μm ）。ウ ォ ル フ 管膨大部 の 内面を形成す る上

皮 部分 の 長径 十 短径／2 で こ の 部 分 の 太 さ を表す と，

そ の サ イ ズ は B ，C ．　 D で は A （133 μm ）と 比 べ て

少 し大 きい 傾向 が み られ ，E で は 有意 に 大 き く （150

μm ）， F で は 著 し く大 ぎく（22 ユμm ）．腔 内 面 の ひ だ

の 形成 が 顕 ．著 で あ っ た 。

　 E と F の 指 た こ と ウ ォ ル フ 管膨大 部の 発達度 は ，
性成熟過程 に あ る野 外 の 2 年 目 カ エ ル で は ，それ ぞ

れ 8 月 と 9 月 の 状態 に 相当す る。野外 の ト ノ サ マ ガ

エ ル の 血 中 テ ス トス テ ロ ン 量 の ラ ジ オ イ ム ノ ア ッ セ

イ に．よ る 結 果 （田 中 。岩沢 ・ 若林，1982 ）か ら ， 前

者 は 0．2〜0．5ng ／ml ，後者 は 1 〜 2ng ／ml 程 度 と

判断 さ れ る。
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